
一
八
八
五
年
に
内
閣
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
王
政
復
古
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
日
本
の
一
連
の
政
治
制
度
改
革
は
一
応
の
結
実

を
迎
え
る
。
内
閣
制
下
で
は
各
省
に
個
々
の
主
幹
業
務
が
割
り
振
ら
れ
、
相
互
調
整
と
縦
割
り
行
政
に
よ
る
政
策
決
定
が
さ
れ
て
い
く

（
ｌ
）

こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
司
法
省
は
裁
判
所
や
検
事
局
の
設
置
・
統
廃
合
を
中
心
と
す
る
司
法
行
政
が
主
幹
業
務
と
な
る
。
内
閣

制
度
発
足
当
初
は
司
法
行
政
の
み
に
特
化
し
て
い
た
司
法
省
で
あ
っ
た
が
、
山
田
顕
義
法
相
の
も
と
、
徐
々
に
権
限
を
拡
大
し
て
お

り
、
民
法
・
商
法
の
下
案
起
草
に
携
わ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
内
閣
期
に
下
案
の
起
草
が
な
ぜ
再
び
司
法
省
の
権
限
と
な
っ
た
の
か
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
点
が
な
お
ざ
り
と
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
法
制
史
研
究
が
法
ｌ
あ
る
い
は
法
制
度
ｌ
の
内
容
や
整
備
過
程
と
い
う
側
面

を
重
視
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
や
法
制
度
が
ど
う
い
っ
た
社
会
的
・
政
治
的
背
景
の
も
と
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
根
本
的
な
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
筆

者
は
近
代
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
背
景
を
検
討
す
べ
く
、
太
政
官
期
の
政
局
の
中
で
の
司
法
省
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
き

初
期
議
会
期
の
法
典
取
調
と
司
法
省
権
限
の
形
成

は
じ
め
に

大
庭
裕
介
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本
稿
で
取
り
上
げ
る
時
期
の
法
制
度
を
め
ぐ
る
研
究
と
し
て
は
、
民
法
典
論
争
に
軸
足
が
置
か
れ
つ
つ
も
、
法
律
の
下
案
起
草
に
っ

（
４
）

（
５
）

い
て
は
吉
井
蒼
生
夫
氏
や
鈴
木
正
裕
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。
吉
井
氏
の
研
究
は
法
律
取
調
委
員
会
か
ら
法
典
調
査
会
ま
で
の
組
織
変
遷

の
過
程
を
描
い
て
い
る
も
の
の
、
概
略
的
説
明
に
終
始
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
組
織
が
設
置
さ
れ
た
背
景
や
司
法
省
と
の
関
連
と
い
っ

た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
鈴
木
氏
の
研
究
で
は
法
律
取
調
委
員
会
や
法
典
調
査
会
の
構
成
員
と
議
事
内
容
と
い
う
基

礎
的
な
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
吉
井
氏
同
様
に
そ
れ
ら
の
組
織
が
持
つ
特
質
や
評
価
と
い
う
点
が
不
明
確
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
政
治
史
と
の
関
連
が
な
い
た
め
、
な
ぜ
法
典
調
査
会
な
ど
の
法
律
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
必
要
と
さ
れ
た
の

（
２
）た

。
本
稿
で
は
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
内
閣
制
導
入
後
に
司
法
省
が
政
府
内
で
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
明
治
中
期
、
と
り
わ
け
内
閣
制
の
下
で
の
司
法
省
の
職
権
拡
大
が
ど
の
よ
う
な
政
局
の
な

か
で
企
図
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
点
を
通
し
て
、
司
法
省
で
法
律
の
下
案
を
起
草
し
、
内
閣

や
国
会
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
現
在
の
法
案
作
成
過
程
の
原
型
ｌ
す
な
わ
ち
、
司
法
省
の
政
府
内
で
の
位
置
づ
け
ｌ
が
ど
の
よ
う
な

政
治
過
程
の
も
と
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
端
緒
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
一
八
八
六
年
に
外
務
省
に
設
置
さ
れ
、
後
に
司
法
省
に
移
管
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
と
、
一
八
九
三
年
に
内
閣

に
設
け
ら
れ
た
法
典
調
査
会
を
分
析
対
象
と
し
て
、
法
案
審
査
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
が
対
象

（
３
）

と
す
る
時
期
は
、
民
法
や
商
法
が
起
草
さ
れ
た
も
の
の
、
民
法
典
論
争
や
商
工
会
議
所
の
反
対
が
巻
き
起
こ
り
、
民
法
と
商
法
の
再
起

草
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
旧
民
法
・
旧
商
法
は
起
草
直
後
か
ら
日
本
の
旧
慣
と
の
整
合
性
と
い
う
「
法
の
質
」
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
何
故
「
法
の
質
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
「
法
の
質
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
背
景
で
あ
る
山
田
法
相
の
も
と
で
の
下
案
起
草
の
問
題
点
を
検
討
し
、
草
案
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
必
要
と
し
た
要
因
を
明
ら
か

に
す
る
。
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初期識会期の法典取調と司法省権限の形成

か
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
時
期
の
司
法
省
の
位
置
づ
け
や
法
制
度
の
評
価
を
暖
昧
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
行
政
と
司
法
と
の
関
連
の
一
端
を
法
律
取
調
委
員
会
・
法
典
調
査
会
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て

（
｜
）
法
律
取
調
委
員
会
の
司
法
省
へ
の
移
管

旧
刑
法
の
制
定
以
降
、
日
本
で
は
商
法
や
民
法
の
制
定
が
企
図
さ
れ
る
。
商
法
と
民
法
の
制
定
が
企
図
さ
れ
た
背
景
に
は
、
条
約
改

正
交
渉
を
進
め
る
た
め
に
は
西
洋
法
の
導
入
が
必
要
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
内
で
は
条
約
改
正
交
渉
の
下
準

備
と
し
て
の
西
洋
法
の
制
定
が
急
が
れ
て
お
り
、
当
初
、
民
法
・
商
法
の
取
調
は
外
務
省
内
に
設
置
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
で
進
め

〈
６
）

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
外
務
省
に
設
置
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
が
、
司
法
省
へ
と
移
管
さ
れ
て
い
く
背
景
を
明
ら
か
に
し

一
八
八
六
年
八
月
六
日
、
外
務
省
に
設
置
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
審
議
が
行
わ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い

（
【
ｊ
）

肴
Ｂ
）

が
、
一
八
八
七
年
に
定
め
ら
れ
た
略
則
に
は
次
の
よ
う
に
、
審
議
内
容
に
関
す
る
取
り
決
め
が
さ
れ
て
い
る
。

法
律
取
調
委
員
会
略
則

い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
引
用
史
料
中
の
傍
線
・
波
線
・
補
足
は
適
宜
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
法
律
取
調
委
員
会
の
移
管
と
山
田
顕
義

第
一
条

法
律
取
調
ノ
目
的
ハ
民
法
商
法
及
訴
訟
法
ノ
草
案
条
項
中
実
行
シ
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ャ
否
、
又
他
ノ
法
律
規
則
二
抵

触
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ャ
否
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
在
り
。
故
二
法
理
ノ
得
失
、
実
施
ノ
緩
急
、
文
字
ノ
当
否
ハ
之
ヲ
論
議
ス
ル
コ

43



で
は
、
こ
う
し
た
外
務
省
の
動
き
に
対
し
て
、
旧
刑
法
を
起
草
す
る
な
ど
近
代
的
法
典
の
整
備
を
担
っ
て
き
た
司
法
省
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
構
成
法
と
の
関
連
を
重
視
す
る
こ
と
を
示
し
た
法
律
取
調
委
員
会
略
則
の
制
定
を
受
け
て
、
司

法
省
で
は
官
制
改
革
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
七
年
一
○
月
二
六
日
に
司
法
省
単
独
で
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
司
法
省
官
制
の
改

こ
の
よ
う
に
司
法
省
で
は
な
く
、
外
務
省
で
法
典
の
チ
ェ
ッ
ク
や
審
議
が
行
わ
れ
た
原
因
は
、
鈴
木
正
裕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
条

（
９
）

約
改
正
の
た
め
に
は
、
欧
米
な
み
の
法
典
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
法
典
編
纂
事
業
が
外
交
交
渉
の
一
環
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

司
法
省
が
当
初
管
轄
と
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
法
典
起
草
機
能
が
一
八
八
一
年
一
二
月
の
各
省
章
程
変
更
に
よ
っ
て
司
法
省
事
務

（
脚
）

章
程
か
ら
除
外
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
立
法
府
と
し
て
成
立
し
た
元
老
院
も
徐
々
に
権
限
が
弱
く
な
り
、
官
吏
の
待
機
ポ

ス
ト
と
い
う
色
彩
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
政
府
の
事
情
を
背
景
と
し
て
法
律
取
調
委
員
会
を
外
務
省
に
設
置
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
元
老
院
・
外
務
省
・
司
法
省
に
跨
る
よ
う
な
広
範
な
章
程
の
改
正
を
せ
ず
に
済
む
こ
と
も
、
外
務
省
に
設
置
さ
れ

た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

れ
る
。

第
二
条
第
二
条
前
条
法
律
ノ
草
案
及
現
行
ノ
刑
法
・
治
罪
法
中
、
裁
判
所
構
成
法
ノ
草
案
二
抵
触
ス
ル
モ
ノ
ニ
改
正
モ
亦
法

律
取
調
委
員
ノ
責
任
ト
ス
。
目
下
外
国
委
員
ノ
起
案
二
係
ル
刑
法
及
治
罪
法
ノ
改
正
案
ハ
民
法
・
商
法
・
訴
訟
法
ノ
審

査
ヲ
終
ダ
ル
後
、
之
ヲ
委
員
ノ
調
査
二
付
ス
ヘ
シ
。

こ
こ
で
は
法
律
取
調
委
員
会
で
は
、
民
法
・
商
法
・
訴
訟
法
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
な
法
典
の
起
草
は

お
雇
外
国
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
「
法
律
ノ
草
案
及
現
行
ノ
刑
法
・
治
罪
法
中
、
裁
判
所
構
成
法
ノ
草
案
二
抵
触
ス
ル

モ
ノ
ニ
改
正
モ
亦
法
律
取
調
委
員
ノ
責
任
ト
ス
」
と
あ
り
、
裁
判
所
構
成
法
の
草
案
と
の
関
連
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
が
見
受
け
ら

ト
ヲ
許
サ
ス
。
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初期議会期の法典取調と司法省権限の形成

革
案
で
は
、
司
法
省
総
務
局
文
書

課
の
規
程
に
「
裁
判
所
ノ
構
成
権

（
皿
）

限
二
関
ス
ル
事
項
」
が
追
加
さ
れ

て
お
り
、
法
律
取
調
委
員
会
の
審

議
内
容
で
あ
る
裁
判
所
構
成
法
と

大
き
く
重
な
る
よ
う
司
法
省
官
制

を
改
正
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
【
別
表
｝
か
ら
も

わ
か
る
通
り
、
法
律
取
調
委
員
会

に
所
属
す
る
人
員
の
多
く
は
箕
作

麟
祥
ら
司
法
省
関
係
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
司
法
省
が
有
力
な
移
管

先
に
挙
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

こ
の
よ
う
に
審
議
内
容
や
人
員

の
面
で
も
司
法
省
へ
法
律
取
調
委

員
会
が
移
管
さ
れ
る
よ
う
な
条
件

が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
何

ラ
（
》
０

【別表】法律取飼委員会棡成メンバー

鈴木正裕「近代民邪訴訟法史」（有斐閣、二○○四年）より作成。

45

名 法律取鯛委員会での役職 兼任の役職 在任期間

井上馨

西園寺公望

三好退蔵

ポアソナード

カークウッド

ルードルフ

郎
吾
直
雄
六
光
祥

和
省
康
力
馨
宗
麟

村
塚
田
浦
築
奥
作

今
栗
本
出
都
陸
箕
ロエスレル

モッセ

蜂須賀茂詔

山田顕義

細川潤二郎

鶴田皓

清岡公張

渡正元

村田保

尾崎忠治

西成度

南部塾男

松岡康毅

槙村正直

尾崎三良

北畠治房

委員長

委員

委貝

委員

委貝

委員

委貝啓記

委貝啓記

委員瞥記

委員掛記

委員替記

副長

委員

委員

委員

委員

委貝長

委貝

委員

委員

委貝

委貝

委員

委員

委員

委員

委貝

委貝

委貝

外務大臣

司法次官

内閣法律顧問

司法省法律顧問

司法省法律顧問

法制局参事官

司法大臣秘書官

司法省参事官

司法番記官

外務省瞥記官

外務省在勤弁理公使

元老院識官

内閣法律顧問

内閣法律顧問

司法大臣

元老院議官

元老院識官

元老院議官

元老院議官

元老院議官

大審院長

東京控訴院長

大審院民事第一局長

大審院刑事第二局長

元老院議官

元老院識官

東京控訴院評定官

1886年8月-1887年11月

1886年8月-1887年11月

一
一
一
一

月
月
月
月

８
８
８
８

年
年
年
年

齢
職
職
鐡

18M年8月-1"7年11月

1886年8月-1887年11月

1886年8月-1887年11月

1886年8月-1887年11月

1886年8月-1887年11月

1887年4月-1887年11月

月
月
月

４
４
４

年
年
年

７
７
７

鯛
記
鎚

１
１
１

1"7年4月-1887年11月

1887年11月-

1887年11月一

1887年11月-1888年4月

一
一
一
一
一
一
一

月
月
月
月
月
月
月

１
１
１
１
１
１
２

１
１
１
１
１
１
１

年
年
年
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喧
力
マ
シ
カ
ッ
タ
ケ
レ
ト
モ
、
其
時
此
取
調
所
モ
亦
成
功
セ
ス
。

こ
こ
で
は
外
務
省
に
設
置
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
で
は
「
成
功
セ
ス
」
と
し
て
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
あ
り
、
こ

う
し
た
点
が
外
務
省
か
ら
司
法
省
へ
の
移
管
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
こ
の
移
管
に
は
外
相
で
あ
っ
た
井
上
馨
の
意
向
が

（
胸
）

踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
山
田
顕
義
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

歩
如
何
と
懸
念
罷
在
候
場
合
に
付
、
決
而
此
上
事
務
増
加
を
翼
望
す
る
の
念
慮
毛
頭
無
之
候
間
、
其
辺
は
万
々
御
諒
察
被
下
誰
歎

相
当
之
人
物
御
撰
定
被
下
候
半
々
大
幸
に
奉
存
候
。

こ
の
史
料
の
傍
線
部
に
は
井
上
馨
の
意
向
に
よ
っ
て
法
律
取
調
を
司
法
省
へ
移
管
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、
移
管
に
あ
た
っ
て

山
田
の
「
見
込
通
に
専
決
」
す
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
山
田
の
「
見
込
通
に
専
決
」
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
省
に
お

け
る
法
律
取
調
委
員
会
は
山
田
の
主
導
の
も
と
審
議
が
さ
れ
、
や
が
て
は
民
法
の
是
非
を
め
ぐ
る
山
田
の
辞
任
問
題
に
発
展
す
る
こ
と

と
な
る
。
山
田
は
移
管
に
際
し
て
主
導
権
を
握
る
た
め
、
波
線
部
に
あ
る
よ
う
に
司
法
省
で
は
「
事
務
多
端
」
に
も
関
わ
ら
ず
引
き
受

け
る
と
伊
藤
に
示
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
二
日
後
の
一
八
八
七
年
一
○
月
二
一
日
に
伊
藤
は
山
田
を
委
員
長
に
任

故
、
外
務
省
は
法
律
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
い
う
新
た
な
権
限
を
手
放
す
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
期
に
司
法
省
出
仕
と
し
て

（
吃
）

民
法
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
磯
部
四
郎
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

大
隈
伯
力
井
上
侯
二
更
ハ
リ
テ
外
務
大
臣
ノ
任
二
就
カ
レ
マ
シ
タ
カ
、
夫
レ
ハ
明
治
二
十
年
若
ク
ハ
ニ
十
一
年
ノ
頃
ト
思
上
マ
ス

法
律
取
調
一
件
井
上
と
御
協
議
被
下
、
弥
司
法
省
に
而
引
請
候
方
可
然
と
の
事
に
相
決
候
趣
敬
承
仕
。
素
よ
り
井
上
に
於
て
は
真

実
司
法
省
に
而
引
請
候
方
可
然
と
申
事
な
ら
は
、
最
前
よ
り
申
述
置
候
小
坐

閣
中
之
議
論
如
何
可
有
之
哉
、
総
体
之
意
見
も
一
応
御
聞
取
被
成
下
度
候
。

最
前
よ
り
申
述
置
候
小
生

力
、
当
時
モ
井
上
侯
ノ
時
ト
同
シ
ク
外
務
省
内
二
法
律
取
調
所
ト
イ
フ
モ
ノ
カ
出
来
マ
シ
テ
、
其
時
モ
矢
張
り
毎
日
々
々
議
論
力

見
込
通
に
専
決
致
し
異
存
無
之
義
と
存
候
得
共
、
亦

於
小
生
は
司
法
行
政
之
事
務
多
端
を
極
め
将
来
之
進
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命
す
る
こ
と
を
上
奏
し
、
法
律
取
調
委
員
会
は
翌
月
、
司
法
省
に
無
事
移
管
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
山
田
に
法
律
取
調
の
主
導
権
が
委
ね

ら
れ
る
こ
と
が
政
府
内
で
合
意
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
山
田
顕
義
と
民
法
・
商
法
の
施
行

一
八
八
七
年
に
司
法
省
へ
移
管
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
で
は
、
民
法
・
商
法
の
審
議
が
本
格
化
す
る
。
こ
こ
で
は
法
律
取
調
の
主

（
脚
）

導
権
を
握
っ
た
山
田
顕
義
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
山
田
は
一
○
月
五
日
、
伊
藤
博
文
に
宛
て
て
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
山
田
は
法
律
の
取
調
・
編
纂
の
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
日
井
上
に
御
面
会
法
律
取
調
事
件
御
相
談
の
処
、
結
局
に
不
至
候
に
付
三
人
会
合
相
談
可
致
旨
承
知
仕
候
。

は
完
備
に
公
布
相
成
候
様
祈
祷
仕
候
。

こ
の
な
か
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
基
礎
と
し
て
日
本
の
実
情
に
即
し
た
方
法
で
法
律
を
編
纂
す
る
と
し
て
も
、
「
手
間
を
要
す
」
と
し

て
山
田
は
井
上
の
持
論
を
一
蹴
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
山
田
は
詳
細
す
ぎ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
の
条
文
で
施
行
し
、
施
行
後
に
文
章
や
不
完
全
な
点
を
漸
次
改
正
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
山
田
は
熟
議
を

尽
く
し
て
詳
細
な
法
を
編
纂
す
る
の
で
は
な
く
、
国
会
開
設
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
民
法
・
商
法
の
早
期
施
行
を
企
図
し
て

オ
ン
法
を
基
礎
と
し
、
日
本
に
適
す
る
様
編
成
候
と
申
事
も
中
々
容
易
の
事
に
有
之
間
敷
、
等
し
く
新
案
起
草
程
の
手
間
を
要
す

へ
く
、
是
迄
民
法
、
商
法
、
訴
訟
法
杯
の
編
纂
に
日
子
を
費
し
た
る
有
様
を
考
ふ
れ
は
、
二
年
間
の
成
功
は
無
覚
束
と
存
候
。
寧

大
綱
不
相
立
、
権
利
財
産
保
護
の
要
具
不
相
備
し
て
、
国
会
開
設
は
万
不
得
為
事
と
存
候
に
付
、
何
の
手
に
し
て
も
廿
二
年
内
に

ろ
イ
ラ
ボ
レ
ー
ト
に
過
る
と
か
コ
ン
プ
リ
ケ
ト
に
過
る
と
云
共
、
実
際
施
行
に
差
障
無
之
け
れ
ば
、
編
纂
の
手
際
や
文
章
の
善
美

四
年
妻
肺
グ

御
高
案
の
ナ
ポ
レ
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で
は
、
山
田
は
早
期
施
行
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
法
・
商
法
が
完
成
し
た
一
八
八
九

（
脇
）

年
一
○
月
八
日
、
山
田
は
「
商
法
等
枢
密
院
諮
詞
を
経
ず
公
布
の
件
に
付
き
上
奏
案
」
を
提
出
す
る
。

商
法
、
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
枢
密
院
諮
諭
を
経
す
公
布
の
義
に
付
上
奏
案

今
般
商
法
御
裁
可
を
経
候
処
、
民
法
及
民
事
訴
訟
法
も
目
下
審
査
中
に
付
、
追
て
上
奏
裁
可
を
可
奉
仰
筈
に
有
之
、
右
は
枢
密
院

官
制
第
六
条
に
拠
り
同
院
へ
御
諮
詞
あ
ら
せ
ら
る
へ
き
も
の
に
候
得
共
、
此
諸
法
案
は
急
速
発
布
を
要
し
、
殊
に
各
国
条
約
改
正

の
上
は
一
日
も
早
く
施
行
を
要
す
へ
く
、
加
之
各
案
何
れ
も
数
百
箇
条
に
渉
り
候
も
の
に
て
、
同
院
の
会
議
を
経
る
と
き
は
迅
速

の
決
議
に
も
至
り
難
か
ら
ん
歎
・
（
後
略
）

こ
の
意
見
書
は
民
法
・
商
法
の
完
成
後
、
内
閣
に
宛
て
て
山
田
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
山
田
は
正
規
の
公
布
手
順
で
あ

る
は
ず
の
枢
密
院
諮
諭
を
経
ず
に
、
条
約
改
正
の
た
め
と
称
し
て
商
法
の
「
急
速
発
布
」
を
企
図
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点

は
後
述
す
る
が
、
急
進
的
か
つ
独
断
的
な
手
法
で
法
典
を
発
布
す
る
こ
と
が
山
田
司
法
卿
の
も
と
で
の
法
典
編
纂
の
特
色
で
あ
る
こ
と

は
後
述
す
る
が
、

い
る
。
山
田
が
早
期
施
行
を
目
指
し
た
要
因
と
し
て
、
枢
密
院
書
記
官
で
あ
っ
た
金
子
堅
太
郎
は
、
後
に
「
議
会
が
開
け
て
法
典
問
題

を
出
し
た
ら
、
仲
々
法
典
問
題
と
い
う
も
の
は
、
二
年
経
っ
て
も
三
年
経
っ
て
も
出
来
や
し
な
い
。
そ
う
す
る
と
条
約
改
正
は
容
易
に

（
脂
）

出
来
な
い
。
条
約
改
正
を
や
る
と
決
し
て
居
る
以
上
は
、
之
を
議
会
へ
掛
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
し
て
、
条
約
改
正
を
行
う
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
た
め
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
府
内
の
思
惑
も
司
法
省
に
法
典
編
纂
が
移
管
し
、
早
期
施
行
が
企
図
さ

れ
る
要
因
で
あ
っ
た
。

山
田
が
条
約
改
正
を
目
的
と
し
て
「
急
速
発
布
」
を
企
図
し
た
よ
う
に
、
条
約
改
正
交
渉
が
法
典
取
調
に
大
き
な
影
響
を
与
え
始
め

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
民
法
・
商
法
よ
り
も
先
に
取
調
さ
れ
た
旧
刑
法
は
、
識
誇
律
・
新
聞
紙
条
例
と
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
の
処

が
指
摘
で
き
る
。
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イ
条
約
批
准
十
六
ヶ
月
内
二
法
典
ヲ
編
制
ス
ル
事
。

ロ
泰
西
ノ
主
義
二
基
キ
諸
法
典
ヲ
編
制
ス
ル
事
。

ハ
日
本
国
ノ
法
律
ヲ
外
国
人
二
適
用
ス
ル
時
ヨ
リ
八
ヶ
月
以
前
ニ
其
英
語
正
文
ヲ
外
国
政
府
二
送
付
ス
ル
事
。

こ
の
よ
う
に
外
相
で
あ
っ
た
井
上
は
「
西
洋
ノ
主
義
」
に
基
づ
い
た
法
典
を
編
纂
す
る
こ
と
と
し
、
「
条
約
批
准
十
六
ヶ
月
以
内
」

を
期
限
と
す
る
早
急
な
施
行
案
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
井
上
の
意
向
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
山
田
も
ま
た
商
法
・
民
法
の
早
期
公
布

（
い
）

を
企
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
井
上
の
条
約
改
正
方
針
が
徹
底
し
た
欧
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対

（
鋤
）

し
、
山
田
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
を
基
礎
と
し
、
日
本
に
適
す
る
様
編
成
候
と
申
事
も
中
々
容
易
の
事
に
有
之
間
敷
」
と
伊
藤
に
宛
て
て

い
る
よ
う
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
参
照
と
す
る
よ
う
な
西
洋
的
な
法
の
編
纂
に
は
一
定
の
留
保
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
山

田
自
身
は
全
面
的
な
欧
化
へ
は
異
論
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
法
典
施
行
後
の
修
正
を
企
図
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
山
田
は
日
本
社
会
の

実
情
に
即
し
た
法
体
系
の
整
備
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
外

（
服
）

意
見
書
」
に
お
い
て
次
の
上

法
典
ノ
編
纂
二
就
テ
ハ

（
Ⅳ
）

罰
規
定
の
剛
嬬
を
解
消
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
山
田
法
相
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
商
法
・
民
法
は
条
約
改
正
の
実
績

を
挙
げ
る
た
め
早
期
施
行
が
目
指
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
先
行
研
究
が
司
法
省
で
は
旧
刑
法
の
編
纂
以
来
一
貫
し

て
条
約
改
正
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
き
た
の
に
対
し
、
実
際
に
は
商
法
・
民
法
の
編
纂
に
際
し
て
初
め
て
条
約
改
正
が
念

頭
に
お
か
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
法
律
取
調
委
員
会
が
外
務
省
よ
り
移
管
さ
れ
た
こ
と
と
、
同
時
期
に
井
上
馨
や
大
隈

重
信
ら
外
相
の
も
と
で
外
国
人
判
事
の
任
用
が
企
図
さ
れ
る
な
ど
、
法
制
度
に
密
接
に
関
わ
っ
た
条
約
改
正
が
本
格
化
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
外
務
省
に
法
律
取
調
委
員
会
を
設
置
し
た
井
上
は
「
二
十
年
七
月
九
日
井
上
外
務
大
臣
ョ
リ
内
閣
へ
提
出
ノ

（
服
）

意
見
書
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
法
典
編
纂
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
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山
田
を
中
心
と
し
た
法
律
取
調
は
施
行
後
の
修
正
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
た
め
、
委
員
会
の
移
管
か
ら
僅
か
三
年
と
い
う
驚
異
的
な

速
さ
で
民
法
と
商
法
が
公
布
さ
れ
る
。
し
か
し
、
山
田
が
中
心
と
な
っ
て
完
成
し
た
民
法
は
民
法
典
論
争
の
な
か
で
様
々
な
批
判
を
受

（
劃
）

け
、
商
法
も
ま
た
東
京
商
工
会
な
ど
の
反
対
に
よ
り
一
八
九
○
年
一
二
月
の
議
会
で
施
行
延
期
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
批
判
に
対

こ
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
田
中
を
後
任
と
す
る
こ
と
は
山
田
の
意
向
で
あ
り
、
法
制
官
僚
ら
に
も
配
慮
し
た
人
事
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
辞
任
を
選
ん
だ
山
田
で
あ
っ
た
が
、
民
法
・
商
法
へ
の
批
判
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
民
法
・
商
法
を

改
正
す
る
と
い
う
「
世
間
之
輿
望
を
ま
く
」
た
め
に
田
中
を
後
任
に
推
薦
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
山
田
の
姿
勢
は
辞
任
ま
で
一

（
麹
）

貫
し
て
お
り
、
松
方
正
義
が
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
書
簡
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

商
法
延
期
に
関
す
る
諸
条
例
延
期
之
案
壱
件
に
而
有
之
候
得
共
、
是
は
御
聞
及
通
山
田
伯
副
書
無
之
候
而
は
不
相
済
事
故
、
甚
前

後
込
り
た
る
形
勢
に
御
坐
候
。
同
人
義
は
池
も
最
早
辞
職
に
決
し
副
書
も
不
致
と
の
事
に
有
之
候
。

松
方
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
、
山
田
は
早
期
施
行
の
立
場
か
ら
商
法
延
期
を
拒
絶
し
、
延
期
へ
の
合
意
書
類
へ
の
副
書
も
拒
否

し
て
い
た
。
で
は
、
山
田
の
辞
職
を
受
け
て
、
政
府
内
で
は
商
法
・
民
法
の
修
正
審
議
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

し
て
政
府
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

民
法
・
商
法
の
延
期
論
を
受
け
て
山
田
は
辞
職
の
意
向
を
固
め
る
。

昨
日
以
後
、
山
田
伯
御
面
会
被
成
候
哉
、
萬
一
同
伯
に
し
て
、
是
非
々
々
辞
職
す
る
と
の
事
に
御
座
候
は
、
、

座
候
は
、
、

（
三
）
山
田
顕
義
の
辞
職

（
型
）

内
啓
仕
候
。

候
通
、
又
世
間
之
釦

か
は
不
存
候
得
共
、

又
世
間
之
與
望
を
ま
く
為
め
、
田
中
子
爵
不
二
麿
を
其
後
任
に
御
撰
定
相
成
候
而
如
何
、

官
海
特
に
司
法
部
之
人
は
、
頗
る
同
子
二
望
ヲ
属
し
居
候
事
は
実
事
に
外
な
ら
ず
候
間
、
御
参
考
ま
で
に
右

同
伯
よ
り
も
申
出

世
間
之
輿
望
と
は
、
余
り
申
過

ﾗ0



初期議会期の法典取調と司法省椛限の形成

同
局
（
法
律
取
調
委
員
会
ｌ
筆
者
補
足
）
ノ
特
色
ハ
取
調
委
員
中
、
法
律
ヲ
心
得
テ
居
ル
者
ニ
ハ
委
員
会
二
於
ケ
ル
議
決
権
ヲ
与

ヘ
ス
、
其
心
得
ナ
キ
委
員
ニ
ハ
議
決
権
ヲ
有
セ
シ
メ
タ
点
テ
ア
リ
マ
ス
。

こ
の
よ
う
に
法
律
取
調
委
員
会
で
は
「
法
律
ヲ
心
得
」
て
居
な
い
も
の
に
議
決
権
を
与
え
た
こ
と
が
特
色
で
あ
っ
た
。
【
別
表
】
か
ら

〈
調
）
（
万
）

も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
初
年
に
フ
ラ
ン
ス
法
受
容
を
担
っ
た
箕
作
麟
祥
や
旧
刑
法
の
編
纂
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
鶴
田
皓
、

〈
為
）

法
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ろ
う
か
。

き
た
い
。 （

一
）
民
法
・
商
法
修
正
要
求
の
原
因

山
田
法
相
主
導
の
も
と
、
松
方
内
閣
で
成
立
し
た
民
法
・
商
法
で
は
あ
っ
た
が
、
一
八
九
○
年
一
二
月
の
国
会
に
お
い
て
一
八
九
三

年
ま
で
施
行
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
民
法
・
商
法
の
延
期
に
つ
い
て
、
政
府
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
何
故
、
民
法
と
商
法
は
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
点
を
本
節
で
は
明
ら
か
に
し
て
い

先
行
研
究
で
は
民
法
典
論
争
で
戦
わ
さ
れ
た
議
論
や
そ
の
内
容
に
検
討
が
終
始
し
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
何
故
、
修
正
を
加
え
ら
れ

（
割
）

る
よ
う
な
法
典
が
完
成
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
充
分
な
検
討
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
で
は
民
法
・
商
法
の
編
纂
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

山
田
の
意
向
に
よ
り
司
法
省
へ
と
移
管
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
で
は
あ
っ
た
が
、
磯
部
四
郎
の
回
想
に
よ
る
と
、
独
自
の
審
議
方

か
○

二
法
典
編
纂
の
混
乱
と
政
局
の
影
響

う1



（
銘
）

元
老
院
議
官
と
し
て
旧
刑
法
の
審
議
に
携
わ
っ
た
村
田
保
ら
が
決
定
権
を
持
た
ず
に
、
専
門
的
で
な
い
よ
う
な
官
吏
が
中
心
と
な
っ
て

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
民
法
典
論
争
で
問
わ
れ
た
よ
う
に
「
法
の
質
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
審
議
そ
の
も
の
も
「
早
期
施
行
」
を
企
図
す
る
山
田
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
た
め
か
、
充
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言

｛
釣
）

い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
法
律
取
調
委
員
の
一
人
で
あ
る
尾
崎
三
良
の
日
記
に
は
会
議
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

箕
作
・
松
岡
等
ノ
別
二
調
査
ス
ル
所
ノ
民
法
草
案
ヲ
会
読
シ
、
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
起
草
ノ
草
案
ヲ
棄
テ
、
別
調
査
案
ヲ
用
ユ
ベ
キ
ヤ

否
二
付
討
論
ア
リ
。
此
別
調
査
案
ハ
、
其
組
織
ハ
ボ
ア
起
草
案
二
依
拠
シ
タ
レ
ド
モ
、
原
案
不
用
ノ
分
ヲ
削
除
シ
学
理
的
講
義
的

ノ
文
章
ヲ
省
キ
、
且
其
文
体
モ
務
メ
テ
我
人
民
二
解
シ
易
キ
様
二
修
正
シ
、
反
訳
文
ヲ
用
ヰ
ズ
簡
明
実
用
ヲ
旨
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
原
案
二
比
ス
レ
バ
数
等
我
国
法
二
適
セ
リ
。
故
二
余
（
尾
崎
ｌ
報
告
者
補
足
）
之
ヲ
採
用
シ
テ
逐
条
修
正
ヲ
加
ヘ
ン
事
ヲ

主
張
シ
タ
レ
ド
モ
、
賛
成
者
総
二
渡
〔
正
元
〕
一
人
ノ
ミ
。

尾
崎
の
日
記
で
は
、
箕
作
麟
祥
や
松
岡
時
敏
ら
法
律
の
知
識
を
持
っ
た
官
吏
か
ら
日
本
の
実
情
に
即
し
た
民
法
草
案
を
起
草
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
も
の
の
、
既
に
完
成
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
が
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
取
調

委
員
会
で
は
新
規
に
法
を
起
草
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
希
薄
で
あ
り
、
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
の
草
案
を
支
持
す
る
こ
と
で
、
審
議
の
時
間
を

省
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
早
急
な
審
議
は
尾
崎
と
渡
正
元
を
除
く
殆
ど
の
委
員
に
お
い
て
了
解
事
項
と
な
っ
て
い

た
こ
と
も
十
分
な
審
議
が
つ
く
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

法
律
取
調
委
員
会
で
は
、
時
間
の
か
か
る
審
議
を
明
ら
か
に
避
け
て
お
り
、
山
田
の
意
向
を
踏
ま
え
た
た
め
か
、
法
の
施
行
が
目
的

化
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
法
の
施
行
が
目
的
で
あ
る
以
上
、
条
文
に
十
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
法
学
知
識

を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
山
田
の
も
と
で
起
草
さ
れ
た
民
法
・
商
法
は
改
定
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
民
法
典
論
争
で
は
法

の
全
面
改
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
法
律
取
調
委
員
会
で
は
山
田
主
導
の
も
と
、
法
律
家
で
は
な
く
官
吏
が
起
案
の
中
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初期議会期の法典取調と司法省権限の形成

（
二
）
山
田
顕
義
辞
職
後
の
司
法
大
臣
と
法
律
取
調

民
法
・
商
法
の
延
期
問
題
に
端
を
発
し
た
山
田
顕
義
法
相
の
辞
任
問
題
は
、
田
中
不
二
麿
を
後
任
に
据
え
る
こ
と
で
一
応
の
結
実
を

見
る
。
民
法
延
期
派
の
意
向
を
受
け
入
れ
た
政
府
は
法
律
の
再
審
議
を
決
定
す
る
。
本
節
で
は
山
田
の
辞
職
を
受
け
て
、
後
任
の
田
中

が
民
法
・
商
法
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
通
し
て
、
政
府
の
民
法
・
商
法
に
対
す
る
姿
勢
を
明

が
民
法
・
商
法
を
ど
の
隆

心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
条
約
改
正
交
渉
の
材
料
と
し
て
民
法
・
商
法
を
制
定
す
る
と
い
う
色
合
い
の
強
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
条
約
改
正
交
渉
を
急
ぐ
あ
ま
り
政
局
が
優
先
さ
れ
、
法
の
審
議
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
な
い
と
い
う
官
吏
主
導
の
限
界

性
を
も
つ
よ
う
な
審
議
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

民
法
・
商
法
の
延
期
を
受
け
入
れ
た
松
方
内
閣
で
法
相
を
引
き
受
け
た
田
中
も
ま
た
延
期
論
を
唱
え
る
。
第
三
議
会
で
は
衆
議
院
議

員
渡
辺
又
三
郎
ら
三
六
名
の
議
員
が
商
法
の
一
部
施
行
の
要
望
を
提
出
す
る
。
こ
う
し
た
部
分
的
で
は
あ
っ
て
も
早
期
施
行
を
要
求
す

る
意
見
に
対
し
て
、
田
中
は
断
固
と
し
て
延
期
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
渡
辺
ら
の
要
求
に
対
す
る
田
中
の
第
三
議
会
で
の
答
弁

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

に
は
以
下
の

糾
二
政
府
ハ
ニ
十
三
年
三
月
ヲ
以
テ
商
法
ヲ
発
布
シ
、
二
十
四
年
一
月
ヲ
以
テ
実
施
セ
ン
ト
セ
リ
、
是
固
ヨ
リ
緊
急
ノ
要
務
ナ
レ

ハ
ナ
リ
、
其
後
第
一
期
議
会
ハ
ニ
ヶ
年
ノ
延
期
ヲ
議
決
シ
、
政
府
モ
亦
其
輿
論
ヲ
容
ル
、
二
吝
カ
ナ
ラ
ス
遂
二
之
二
同
意
ヲ
表

シ
、
夫
ヨ
リ
相
当
ノ
手
続
順
序
ヲ
経
テ
、
既
ニ
ニ
十
六
年
一
月
ヨ
リ
実
施
ス
ル
コ
ト
ト
定
リ
タ
リ
、
即
此
既
定
ノ
法
典
ハ
独
り
既

定
ノ
期
限
二
依
リ
テ
ノ
ミ
実
施
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ハ
筵
二
正
当
ノ
事
ト
信
ス
、
然
ル
ー
今
又
其
期
限
ヲ
短
縮
シ
其
一
部
ヲ
実
施
セ
ン
ト

ス
ル
カ
如
キ
ハ
既
定
ノ
法
典
ヲ
紛
擾
シ
錯
雑
セ
シ
ム
ル
ノ
端
緒
ヲ
開
ク
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ャ
、
是
本
官
力
此
案
二
対
シ
遺
憾
ヲ
抱
ク

（
鈍
）

よ
う
に
あ
る
。
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加
フ
ル
ト
キ
ハ
、
到
底
窮
極
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
（
中
略
）
抑
民
法
商
法
ハ
未
タ
之
ヲ
施
行
セ
サ
ル
モ
、
政
府
ハ
既
二
之
ヲ
執
行

ス
ル
ノ
責
任
ヲ
負
上
、
人
民
ハ
之
ヲ
遵
守
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
う
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
固
ヨ
リ
他
ノ
法
律
ト
択
フ
所
ナ
シ
、
然
ル
ー

民
法
商
法
ヲ
見
ル
コ
ト
恰
モ
未
定
ノ
草
案
二
対
ス
ル
カ
如
ク
直
二
之
ヲ
審
査
修
正
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
法
律
ヲ
蔑
視
ス
ル
ノ
所
為
ニ

シ
テ
、
実
二
法
律
歴
史
上
ノ
ー
大
汚
点
タ
ル
ヲ
免
レ
ス
。

（
机
）

こ
の
史
料
は
法
相
就
任
直
後
に
提
出
し
た
意
見
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
田
中
は
修
正
期
間
の
徒
な
延
期
に
は
反
対
で
あ
る
と
し
た
も
の

の
、
ど
の
よ
う
な
民
法
・
商
法
を
起
草
す
る
の
か
と
い
う
法
典
の
内
容
へ
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
第
三
議
会
で
決
定
さ
れ

（
蕊
）

た
修
正
延
期
の
み
を
了
承
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
積
極
的
な
改
正
論
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
史
料
の
中
に
も
「
修
正
又
修

正
、
空
論
更
二
空
論
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
、
到
底
窮
極
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
修
正
を
過
度
に
加
え
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
も
、

「
然
リ
ト
錐
モ
入
定
ノ
法
律
ハ
初
メ
ョ
リ
其
完
全
無
欠
ヲ
期
シ
難
シ
、
宜
ク
数
年
経
験
ノ
後
」
に
部
分
的
な
改
正
を
加
え
、
法
典
を
完

第
三
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
よ
う
に
、
田
中
は
一
八
九
三
年
ま
で
の
商
法
延
期
に
同
意
し
て
お
り
、
期
限
を
繰
り
上
げ
て
の
早
期
施
行

に
は
反
対
し
て
い
る
。
で
は
、
田
中
は
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
上
で
延
期
に
同
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

然
ル
ー
初
期
帝
国
議
会
ノ
議
決
ニ
依
り
商
法
ノ
施
行
ヲ
延
期
セ
ラ
レ
、
其
結
果
遂
二
特
別
委
員
ヲ
設
ケ
民
法
商
法
ヲ
併
セ
テ
審
査

修
正
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
建
議
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
し
り
、
其
説
二
日
ク
、
該
法
ノ
既
定
ス
ル
所
往
々
民
情
二
違
上
習
慣
二
背
キ
、

且
其
法
文
難
渋
ニ
シ
テ
意
義
明
蜥
ヲ
欠
ク
云
々
ト
、
夫
レ
或
ハ
然
ラ
ン
、
然
リ
ト
錐
モ
入
定
ノ
法
律
ハ
初
メ
ョ
リ
其
完
全
無
欠
ヲ

期
シ
難
シ
、
宜
ク
数
年
経
験
ノ
後
実
際
ノ
利
害
得
失
ヲ
考
究
シ
改
正
修
補
シ
テ
以
テ
其
完
全
ヲ
望
ム
ヘ
シ
、
故
二
民
法
商
法
ノ
如

キ
モ
之
ヲ
実
施
シ
テ
多
少
ノ
歳
月
ヲ
経
過
ス
ル
ト
キ
ハ
、
始
メ
テ
其
果
シ
テ
民
情
二
違
フ
ャ
否
、
習
慣
二
背
ク
ャ
否
ヲ
論
議
ス
ル

次
第
ナ
リ
。

コ
ト
ヲ
得
へ
シ
、
若
シ
夫
レ
実
際
ノ
経
験
二
拠
ラ
ス
徒
ラ
ニ
其
利
害
得
失
ヲ
評
論
シ
（
中
略
）
修
正
又
修
正
、
空
論
更
二
空
論
ヲ
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こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
法
典
（

議
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
法
典
調
査
会
の
内
情

司
法
省
内
外
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
法
典
の
取
調
は
司
法
省
か
ら
内
閣
直
属
の
法
典
調
査
会
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
節
で
は
内
閣
直
属
の
審
査
機
関
で
あ
る
法
典
調
査
会
の
特
質
や
設
置
の
背
景
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
点
を
通
し
て
、
内
閣
に
お
い

て
も
法
典
の
取
調
が
始
ま
る
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
法
典
の
質
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
何
故
、
こ
う
し
た
質
が
問
わ
れ
る
ま
で
に
充
分
な
審

成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
既
に
完
成
さ
れ
た
法
典
を
基
本
線
に
据
え
つ
つ
更
な
る
審
議
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
既
存
の
民
法
・
商
法
に
依
拠
し
て
、
改
定
を
行
う
と
す
る
方
針
は
、
山
田
が
示
し
た
「
施
行
の
後
（
中
略
）

修
正
」
す
る
方
針
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
は
政
府
内
で
は
施
行
延
期
が
決
定
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
全
面

的
な
改
正
に
ま
で
議
論
が
踏
み
込
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

児
島
惟
謙
の
司
法
官
弄
花
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
田
中
法
相
が
辞
任
し
た
こ
と
で
、
山
田
法
相
以
来
の
方
針
で
あ
っ
た
既
存
の
民

法
・
商
法
を
踏
ま
え
、
改
正
を
最
小
限
に
留
め
る
と
す
る
方
針
が
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
。
田
中
法
相
の
後
任
の
河
野
敏
鎌
・
山
県
有

（
鄭
）

朋
ま
で
司
法
官
弄
花
事
件
の
処
理
が
長
期
化
し
た
こ
と
で
、
司
法
省
内
で
は
法
典
の
改
正
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

一
八
九
○
年
に
条
約
改
正
交
渉
の
最
中
、
大
隈
重
信
外
相
が
来
島
恒
喜
に
襲
撃
さ
れ
た
こ
と
も
、
法
典
の
改
正
が
停
滞
し
て
い
た
要
因

（
劃
）

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
司
法
省
内
外
の
様
々
な
事
情
の
も
と
で
法
典
の
改
正
が
停
滞
し
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
伊
藤
博
文
の
肝
い
り

で
内
閣
に
法
典
調
査
会
が
発
足
し
、
法
典
の
取
調
は
司
法
省
か
ら
再
び
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

法
典
の
全
面
的
な
改
正
に
消
極
的
で
あ
っ
た
田
中
不
二
麿
法
相
が
司
法
官
弄
花
事
件
の
責
任
を
と
り
辞
任
し
た
後
、
司
法
官
弄
花
事
弱



（
勢
）

法
典
調
査
会
の
総
裁
に
就
任
し
た
伊
藤
博
文
は
、
法
典
調
査
会
の
席
上
で
五
九
四
回
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
伊
藤
に
宛
て
た
西
園

寺
公
望
の
書
簡
に
は
「
昨
日
も
依
例
議
長
相
勤
候
。
原
案
乙
第
七
号
第
二
項
議
決
は
延
引
候
事
に
相
決
候
（
入
会
権
を
地
役
と
す
る

件
が
河
野
敏
鎌
法
相
・
山
県
有
朋
法
相
の
も
と
で
も
最
大
の
政
治
問
題
と
な
り
、
法
典
取
調
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
法
典
の
全
面
的
な
改
正
に
難
色
を
示
し
て
い
た
田
中
不
二
麿
が
辞
任
し
た
こ
と
で
、
法
典
の
全
面
的
改
正
が
可
能
と
な
る
。

〈
弱
）

一
八
九
三
年
に
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
も
と
に
発
足
し
た
法
典
調
査
会
は
、
第
三
議
会
の
貴
衆
両
院
に
お
け
る
延
期
決
定
を
受
け
て
法

典
の
再
度
取
調
を
企
図
し
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
再
度
取
調
の
必
要
が
政
府
内
で
高
ま
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
司
法

省
は
司
法
官
弄
花
事
件
の
処
理
が
長
期
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
身
動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
、
内
閣
直
属
の
組
織
を
設
け
て
法
典
取

〈
銘
）

調
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
府
内
の
動
き
に
つ
い
て
、
磯
部
四
郎
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

延
期
ノ
目
的
ハ
更
二
其
間
二
民
法
ヲ
鋳
直
ス
考
テ
ア
ッ
タ
ト
見
へ
、
其
延
期
ノ
理
由
ノ
ー
全
体
此
民
法
ハ
怪
力
ラ
ヌ
モ
ノ
テ
ア
ル

（
中
略
）
蓋
シ
延
期
派
ハ
其
目
的
ヲ
達
シ
、
即
チ
伊
藤
博
文
公
主
裁
ノ
下
二
前
法
ヲ
鋳
直
シ
タ
ル
現
行
民
法
ヲ
得
ル
ー
至
し
り
。

磯
部
の
回
顧
に
よ
る
と
、
「
民
法
ヲ
鋳
直
」
そ
う
と
す
る
全
面
的
な
改
正
論
者
が
「
延
期
派
」
と
し
て
台
頭
し
、
伊
藤
内
閣
で
の
法
典

（
訂
）

の
改
正
が
企
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
博
文
自
身
も
延
期
派
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
延
期
派
の

主
張
が
容
れ
ら
れ
、
法
典
調
査
会
が
発
足
し
た
。
首
相
で
あ
っ
た
伊
藤
の
方
針
は
、
そ
れ
ま
で
の
司
法
省
の
方
針
と
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
司
法
省
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
排
す
る
こ
と
も
法
典
調
査
会
設
置
の
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

法
典
の
全
面
的
な
改
正
を
企
図
し
て
発
足
し
た
法
典
調
査
会
で
は
あ
る
が
、
審
議
は
第
二
次
伊
藤
内
閣
期
に
は
完
了
せ
ず
、
第
二
次

松
方
内
閣
に
ま
で
持
ち
越
し
と
な
る
。
第
一
次
松
方
内
閣
で
田
中
法
相
が
答
弁
し
た
よ
う
に
、
民
法
・
商
法
の
取
調
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
が
あ
る
な
か
で
民
法
・
商
法
の
再
度
取
調
は
何
故
遅
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
港

①
伊
藤
博
文
の
指
導
力
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（
調
）

議
）
。
其
他
は
皆
進
過
致
候
。
此
段
申
入
置
候
」
と
あ
り
、
総
裁
の
伊
藤
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
西
園
寺
が
議
長
を
勤
め
る
こ
と
も

あ
り
、
伊
藤
は
西
園
寺
か
ら
議
事
の
進
行
状
況
を
聞
く
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
（
法
典
調
査
会
の
開
催
は
）
是
迄
の
如
く
一
週

（
柵
）

間
二
回
の
会
議
に
て
は
成
功
の
見
込
無
之
候
に
付
、
九
月
よ
り
は
一
週
三
回
の
開
会
の
事
に
申
渡
し
置
候
」
と
も
あ
り
、
伊
藤
は
決
定

事
項
に
つ
い
て
も
事
後
報
告
の
か
た
ち
で
西
園
寺
を
通
し
て
間
接
的
に
聞
い
て
お
り
、
伊
藤
の
意
向
は
法
典
調
査
会
に
は
充
分
に
反
映

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
す
ら
あ
っ
た
。

で
は
、
肝
心
の
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
典
調
査
会
委
員
の
一
人
で
あ
る
尾

（
杣
〉

崎
三
良
の
日
記
に
は
、
法
典
調
査
会
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

法
典
委
員
ハ
多
ク
官
吏
又
ハ
弁
護
士
ナ
ル
ヲ
以
テ
昼
間
職
務
二
鞁
掌
シ
、
夕
景
ニ
ハ
皆
已
二
疲
労
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
席
上
仮
睡

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
兎
角
二
早
ク
散
会
ヲ
欲
シ
、
今
夜
モ
四
時
三
十
分
ニ
始
メ
中
間
弁
当
二
三
、
四
十
分
ヲ
費
シ
、
八
時
五
分
前
ニ

テ
則
三
時
間
足
ラ
ズ
シ
テ
議
決
ス
ル
事
僅
一
一
三
条
、
衆
皆
休
会
セ
ン
ト
欲
ス
。
予
（
尾
崎
三
良
ｌ
報
告
者
補
足
）
ハ
今
少
シ
継
続

ス
ベ
シ
ト
論
ジ
タ
レ
ド
モ
衆
寡
敵
セ
ズ
、
衆
皆
立
帰
ル
。
如
何
ト
モ
ス
ル
事
ナ
シ
。
此
ノ
如
キ
ノ
有
様
ニ
テ
ハ
中
々
民
法
ヲ
議
決

ス
ル
事
ハ
何
年
ノ
後
ナ
ル
ャ
、
荘
乎
ト
シ
テ
際
涯
ナ
シ
。
嘆
息
ス
ヘ
シ
。

こ
こ
で
は
法
典
調
査
会
委
員
の
殆
ど
が
官
吏
や
弁
護
士
で
あ
る
た
め
、
法
典
調
査
会
の
開
催
時
間
に
は
既
に
疲
労
困
蝋
で
、
ろ
く
な
審

議
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
休
憩
時
間
の
超
過
に
よ
る
審
議
の
遅
延
に
つ
い
て
も
尾
崎
は
問
題
視
し
て
お
り
、

委
員
の
大
半
は
尾
崎
と
は
違
い
職
務
に
熱
心
で
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
法
典
調
査
会
で
は
充
分
な
審
議
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

本
節
で
は
法
典
調
査
会
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
延
期
派
の
期
待
を
集
め
て
発
足
し
た
法
典
調
査
会
で
は
あ
っ
た
が
、
尾
崎

②
法
典
調
査
会
の
内
部
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そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
民
法
・
商
法
は
条
約
改
正
の
交
渉
材
料
と
し
て
山
田
法
相
主
導
の
も
と
で
企
図
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
山
田
の
も
と
で
の
法
典
取
調
は
政
府
の
意
向
に
よ
り
早
期
施
行
に
主
眼
が
置
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
議
論
百
出
に
な
ら

ぬ
よ
う
法
典
の
知
識
が
な
い
者
を
議
決
の
中
心
に
据
え
た
た
め
、
充
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
法
典
を

全
面
的
に
修
正
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
く
。
民
法
の
公
布
後
、
「
延
期
派
」
が
多
数
化
し
て
い
く
な
か
で
、
山
田
の
意
志
を
継
い
だ
田

中
不
二
麿
法
相
は
法
典
の
逐
条
修
正
を
避
け
、
あ
く
ま
で
期
限
内
で
の
施
行
を
企
図
し
、
法
典
を
そ
の
ま
ま
施
行
す
る
可
能
性
を
残
し

起
草
権
を
移
管
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
内
閣
制
度
発
足
後
の
司
法
と
行
政
の
関
連
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
山
田
顕
義
法
相
の
も
と
で
取
調
が
本
格
化

し
た
民
法
・
商
法
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
き
た
。
法
案
起
草
権
は
外
務
省
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
が
、
外
務
省
は
本
来
法
律
を
編
纂
す

る
よ
う
な
機
能
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
磯
部
四
郎
の
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
井

上
馨
自
身
も
一
八
八
七
年
九
月
に
は
条
約
改
正
交
渉
の
内
容
を
批
判
さ
れ
て
辞
職
し
た
。
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
目
標
と
し
た
井
上
は

法
制
度
と
の
関
連
の
も
と
で
条
約
改
正
を
企
図
し
て
お
り
、
法
制
度
の
改
革
を
継
続
す
る
た
め
に
も
法
制
度
を
管
轄
す
る
司
法
省
へ
と

の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
法
典
取
調
は
難
航
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
取
調
難
航
を
背
景
と
し
て
、
伊
藤
内
閣
で
の
民
法
・
商
法
改
正
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
司
法
省
か
ら
法
典
改
正
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
奪
い
、
全
面
的
改
正
を
企
図
す
る
意
向
は
、
そ
の
後
も
引

き
つ
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
内
閣
で
の
法
案
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

お
わ
り
に
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た
。
こ
う
し
た
司
法
省
の
方
針
は
全
面
的
改
正
を
目
指
す
伊
藤
の
方
針
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
田
中
法
相
の
辞
任

後
、
伊
藤
博
文
は
、
内
閣
直
属
の
法
典
調
査
会
を
設
け
法
典
の
全
面
的
改
正
を
目
指
し
て
い
く
。
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
は
改
正
は
終
わ

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
法
典
改
正
の
本
格
的
な
審
議
を
司
法
省
に
行
わ
せ
ず
、
司
法
省
は
草
案
の
起
草
に
終
始
す
る
と
す
る
点
は
、
そ

の
後
も
制
度
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

山
田
法
相
の
も
と
で
の
法
典
取
調
と
は
、
法
典
の
内
容
が
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
取
調
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
法

律
取
調
委
員
会
か
ら
法
典
調
査
会
ま
で
の
一
連
の
取
調
は
、
法
を
丹
念
に
審
議
す
る
と
い
う
意
味
で
は
内
閣
制
下
の
法
案
審
議
機
能
で

あ
る
内
閣
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
へ
と
連
続
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
司
法
省
は
法
典
を
編
纂
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
法
典
の
た

た
き
台
を
起
草
す
る
こ
と
へ
と
特
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
ま
さ
に
内
閣
制
下
の
司
法
省
の
特
色
で
あ
り
、
司
法

省
の
職
務
が
固
定
化
し
て
い
く
契
機
が
法
典
取
調
の
是
非
を
め
ぐ
る
動
向
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

冨了註
一…

（
４
）

（
５
）

へ

3
…

飯
尾
潤
「
日
本
の
統
治
構
造
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
○
○
七
年
）
。

拙
稿
「
明
治
初
期
の
政
局
と
裁
判
所
設
置
構
想
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ァ
」
二
三
四
号
、
二
○
一
二
年
）
、
同
「
明
治
初
期
の
法
運
用
と
旧
刑
法
編
纂
の
契
機
」

（
「
東
ア
ジ
ア
近
代
史
」
一
七
号
、
二
○
一
三
年
）
。
同
「
旧
刑
法
認
識
の
諸
相
と
明
治
中
期
の
元
老
院
」
（
「
風
俗
史
学
」
五
五
号
、
二
○
一
三
年
）
。

民
法
典
論
争
の
研
究
と
し
て
は
、
中
村
菊
男
「
民
法
典
論
争
の
経
過
と
問
題
点
」
上
中
下
（
「
法
学
研
究
」
二
九
巻
四
・
七
・
八
号
、
一
九
五
六
年
）
、

田
村
譲
「
明
治
民
法
典
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
帝
京
法
学
」
二
巻
一
号
、
一
九
八
○
年
）
、
白
羽
祐
三
「
民
法
典
論
争
の
理
論
的
性
格
」
（
「
法
学
新

報
」
一
○
○
巻
一
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

吉
井
蒼
生
夫
「
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
」
（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
）
。

鈴
木
正
裕
「
近
代
民
事
訴
訟
法
史
」
（
有
斐
閣
、
二
○
○
四
年
）
。
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（
６
）
前
掲
鈴
木
「
近
代
民
事
訴
訟
法
史
」
。

（
７
）
内
閣
記
録
局
編
「
法
規
分
類
大
全
」
一
九
巻
、
官
職
門
一
○
、
四
一
七
頁
に
は
設
澄
直
後
に
出
さ
れ
た
各
委
員
へ
の
就
任
辞
令
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

略
則
や
規
程
は
管
見
の
限
り
な
い
。

（
８
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
類
聚
」
第
二
編
明
治
二
○
年
第
二
巻
官
職
門
・
職
制
章
程
二
。

（
９
）
前
掲
鈴
木
「
近
代
民
事
訴
訟
法
史
」
。

（
皿
）
元
老
院
へ
の
法
典
編
纂
機
能
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
旧
刑
法
認
識
の
諸
相
と
明
治
中
期
の
元
老
院
」
。

（
ｕ
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
類
聚
」
第
二
編
明
治
二
○
年
第
二
巻
官
職
門
・
職
制
章
程
二
。

（
吃
）
磯
部
四
郎
「
民
法
編
纂
ノ
由
来
二
関
ス
ル
記
憶
談
」
（
「
法
学
協
会
雑
誌
」
三
一
巻
八
号
、
一
九
一
三
年
）
。

（
昭
）
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」
八
巻
、
一
六
九
頁
。
一
八
八
七
年
一
○
月
一
九
日
付
伊
藤
博
文
宛
山
田
顕
義
瞥
簡
。

（
Ｍ
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
番
研
究
会
縞
『
伊
藤
博
文
関
係
文
瞥
」
八
巻
、
一
六
八
頁
、
一
八
八
七
年
一
○
月
五
日
。

（
略
）
金
子
堅
太
郎
「
明
治
初
期
の
法
典
編
纂
事
業
に
つ
い
て
」
（
「
法
曹
会
雑
誌
」
二
巻
一
号
、
三
五
頁
、
一
九
三
三
年
）
。

（
肥
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
「
伊
藤
博
文
関
係
文
番
」
八
巻
、
一
七
三
頁
。

（
Ⅳ
）
前
掲
拙
稿
「
明
治
初
期
の
法
運
用
と
旧
刑
法
編
纂
の
契
機
」
。

（
肥
）
「
条
約
改
正
関
係
日
本
外
交
文
書
」
二
巻
、
五
四
七
～
五
六
二
頁
。

（
岨
）
五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
史
」
有
斐
閣
、
二
○
一
○
年
、
二
七
四
～
二
七
五
頁
。

（
釦
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」
八
巻
、
一
六
八
頁
、
一
八
八
七
年
一
○
月
五
日
付
伊
藤
博
文
宛
山
田
顕
義
書
簡
。

（
釦
）
村
上
一
博
「
東
京
日
々
新
聞
の
旧
商
法
延
期
論
」
（
「
法
律
論
叢
」
八
六
巻
四
・
五
号
、
二
○
一
四
年
）
で
は
東
京
商
工
会
の
批
判
以
降
の
報
道
や
社
説

が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
磐
松
方
峰
雄
・
大
久
保
達
正
編
「
松
方
正
義
関
係
文
普
」
六
巻
、
三
頁
。
一
八
九
○
年
五
月
九
日
付
松
方
正
義
宛
背
木
周
蔵
書
簡
。

（
羽
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
普
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
瞥
」
七
巻
、
一
三
五
頁
。
一
八
九
○
年
一
二
月
二
四
日
。

（
別
）
か
っ
て
松
岡
開
作
「
商
法
典
論
争
史
序
説
」
（
星
野
通
博
士
退
職
記
念
「
法
史
学
及
び
法
学
の
諸
問
題
」
、
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
）
が
商
法
典

論
争
の
背
景
と
な
る
よ
う
な
編
纂
の
挫
折
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
未
完
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
お
）
前
掲
磯
部
「
民
法
編
纂
ノ
由
来
二
関
ス
ル
記
憶
談
」
。
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（
妬
）
拙
稿
「
司
法
省
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
受
容
の
端
緒
」
二
国
史
学
」
二
○
九
号
、
二
○
一
三
年
）
。

（
”
）
前
掲
拙
稿
「
明
治
初
期
の
法
運
用
と
旧
刑
法
編
纂
の
契
機
」
。

（
錫
）
三
田
奈
穂
「
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保
」
（
「
法
学
政
治
学
論
究
」
七
九
号
、
二
○
○
八
年
）
。

（
羽
）
伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
「
尾
崎
三
良
日
記
」
中
、
二
一
○
頁
。
一
八
八
八
年
七
月
五
日
の
条
・

（
鋤
）
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
四
巻
、
五
五
五
頁
、
一
八
九
二
年
六
月
一
○
日
。

（
瓠
）
日
本
大
学
編
「
山
田
顕
義
関
係
文
瞥
」
七
巻
、
四
二
二
～
四
二
四
頁
。

（
犯
）
第
三
議
会
で
は
賞
族
院
よ
り
一
八
九
二
年
五
月
二
八
日
「
民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
案
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速

記
録
」
四
巻
、
三
九
五
～
三
九
六
頁
）
。

（
詔
）
楠
精
一
郎
「
明
治
立
憲
制
と
司
法
官
」
（
慶
應
通
信
、
一
九
八
九
年
）
。

（
弘
）
前
掲
磯
部
「
民
法
編
纂
ノ
由
来
二
関
ス
ル
記
憶
談
」
。

（
調
）
貴
衆
両
院
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
「
法
典
問
題
」
（
「
法
学
新
報
」
一
五
号
、
一
八
九
二
年
）
に
延
期
派
議
員
の
一
覧
が
掲
赦
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
法
典

延
期
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
調
）
前
掲
磯
部
「
民
法
編
纂
ノ
由
来
二
関
ス
ル
記
憶
談
」
。

（
訂
）
七
戸
克
彦
「
法
典
調
査
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
」
（
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
一
三
三
一
号
、
二
○
○
七
年
）
。

（
詔
）
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
々
（
１
）
」
（
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」
五
三
七
号
、
二
○
○
九
年
）
に
よ
る
と
、
伊
藤
の
発
言
は
一
四
番
目
の
多
さ

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
調
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
瞥
研
究
会
編
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」
五
巻
、
五
一
頁
。
一
八
九
四
年
五
月
二
七
日
付
伊
藤
博
文
宛
西
園
寺
公
望
書
簡
。

（
㈹
）
前
掲
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」
五
巻
、
五
一
頁
。
一
八
九
三
年
七
月
三
一
日
付
伊
藤
博
文
宛
西
園
寺
公
望
書
簡
。

（
“
）
前
掲
伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
「
尾
崎
三
良
日
記
」
下
巻
、
四
一
～
四
二
頁
。
一
九
八
四
年
五
月
一
日
。
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